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（
平
成
三
〇
年
一
月
〜
一
二
月
）

市
史
編
さ
ん
室
　
事
務
局
活
動
報
告
　
　
　
　
　

Ⅰ
　
古
文
書
等
調
査
報
告

一
　
古
文
書
等
調
査
の
概
況

　
市
史
編
さ
ん
室
で
は
、各
専
門
部
会
活
動
の
資
料
と
す
る
た
め
、

市
内
に
あ
る
古
文
書
等
の
歴
史
史
料
に
つ
い
て
、
目
録
作
成
・
写

真
撮
影
等
の
基
礎
的
な
調
査
を
進
め
て
い
る
。

　
平
成
三
〇
年（
二
〇
一
八
）一
月
〜
一
二
月
の
間
に
、
五
件
の
文

書
群（
総
点
数
四
三
四
四
点
）
に
つ
い
て
調
査
を
終
え
た（
次
項
に

そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
群
に
関
す
る
解
説
を
付
し
た
）。
こ
れ
に
よ
り
、

平
成
一
九
年
度
よ
り
約
一
七
七
件（
総
点
数
約
六
万
点
超
）
の
調

査
を
終
え
た
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
平
成
三
〇
年
一
二
月
末
日
の

段
階
で
、
三
九
件（
総
点
数
三
万
九
〇
〇
〇
点
超
）の
史
料
群
を
借

用
し
て
い
る
。
他
に
、
熊
谷
市
で
所
蔵
し
て
い
る
八
件（
総
点
数

一
万
八
〇
〇
〇
点
超
）
や
市
外
の
史
料
保
存
機
関
等
で
所
蔵
し
て

い
る
古
文
書
等
に
つ
い
て
も
、
随
時
調
査
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

（
文
責
　
栗
原
　
健
一
）

二
　
調
査
終
了
文
書
の
紹
介

万
吉 

広
田
公
男
家
文
書　

九
八
点

　
平
成
二
九
年
四
月
一
九
日
に
借
用
し
た
近
世
・
近
代
文
書
で
あ

る
。
最
も
古
い
文
書
は
、
天
明
五
年（
一
七
八
五
）「
乍
恐
書
付
を

以
奉
願
上
候
」
で
、
文
書
の
内
容
は
、
万
吉
村
名
主
太
四
郎
・
他

三
名
か
ら
上
村
源
太
夫
・
他
一
名
へ
宛
て
た
願
書
で
あ
る
。
旱
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魃
の
た
め
暮
れ
の
上
納
を
年
延
べ
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
当
時
、
万
吉
村
は
旗
本
三
氏（
曲
淵
・
建
部
・
安
部

氏
）
に
よ
る
相
給
知
行
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
知

行
所
に
関
す
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
文
書
を
含
め
て
、

近
世
文
書
は
一
七
点
あ
り
、
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）〜
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）の「
年
貢
皆
済
納
帳
」（
五
点
）、
文
化
元
年
〜
弘
化
五

年
の「
忌
中
覚
帳
」（
五
点
）
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
い
る
。「
年
貢

皆
済
納
帳
」
か
ら
は
、
熊
谷
宿
の
堺
屋
長
兵
衛
が
万
吉
村
に
土
地

を
所
持
し
て
お
り
、
そ
の
分
の
年
貢
を
支
払
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
他
に
、
文
化
一
四
年
の
伊
勢
参
宮
餞
別
控
帳
が
あ

る
。
近
世
文
書
以
外
は
大
半
が
近
代
文
書
で
あ
る
。
近
世
に
続
い

て
、
伊
勢
参
宮
餞
別
控
帳
が
明
治
一
二
年（
一
八
七
九
）・
三
〇
年

（
一
八
九
七
）の
二
冊
遺
さ
れ
て
お
り
、他
に
は
土
地
貸
借
契
約
書
、

荒
川
河
川
敷
の
耕
作
関
係
文
書
、
不
祝
儀
関
係
帳
簿
な
ど
が
確
認

で
き
る
。
そ
の
他
に
は
、
領
収
証
や
借
用
証
が
多
い
。
調
査
を
終

え
た
た
め
、
所
蔵
者
へ
返
却
の
予
定
で
あ
る
。

（
文
責
　
栗
原
　
健
一
）

川
越
市 

個
人
収
集
文
書　

五
三
七
点

　
平
成
二
七
年
八
月
三
日
に
借
用
し
た
近
世
・
近
代
文
書
で
あ
る

が
、
そ
の
内
訳
は
、
近
代
文
書
が
数
点
で
、
ほ
と
ん
ど
が
近
世
文

書
で
あ
る
。
出
所
は
、
差
出
・
受
取
な
ど
か
ら
玉
井
の
鯨
井（
勘

左
衛
門
）
家
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
も
古
い
文
書
は
、
慶
長

一
三
年（
一
六
〇
八
）「
武
州
原
之
郡
忍
領
之
内
玉
井
村
御
検
地
水

帳
」で
、
こ
の
文
書
は
三
月
一
日
付
の
畑
方
の
検
地
帳
で
あ
る
が
、

同
年
同
月
の
田
畑
・
屋
敷
の
検
地
帳
が
全
部
で
八
冊
遺
さ
れ
て
い

る
。
一
七
世
紀
の
文
書
は
こ
の
検
地
帳
だ
け
で
、
一
八
世
紀
の
文

書
が
約
八
〇
点
、
そ
の
他
は
一
九
世
紀
の
文
書
で
あ
る
。
文
書
群

の
内
容
は
、
ま
ず
鷹
場
関
係
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多

く
は
、
文
化
・
文
政
期
に
鯨
井
勘
左
衛
門
が
内
山
七
兵
衛
組
の
野

廻
り
役
を
勤
め
て
い
た
こ
と
か
ら
遺
さ
れ
た
文
書
で
、
周
辺
村
々

か
ら
村
高
・
領
主
支
配
・
村
役
人
な
ど
を
書
き
上
げ
た
文
書
が
数

多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
旗
本
知
行
関
係
で
は
、
数
原
・
長
田
・
戸

田
氏
な
ど
相
給
知
行
に
関
係
し
た
文
書
が
あ
り
、幕
末
期
に
は「
諸

用
留
」
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
玉
井
堰
用
水
組
合
関
係
文

書
も
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
天
明
期
に
は
、
高
嶋
河
岸（
現
、
深

谷
市
）
の
船
積
問
屋
株
に
関
す
る
売
買
関
係
文
書
が
ま
と
ま
っ
て

お
り
、
興
味
深
い
。
そ
の
他
、
熊
谷
宿
・
深
谷
宿
へ
の
助
郷
関
係

文
書
、
宗
門
・
五
人
組
人
別
帳
、
奉
公
人
請
状
、
村
・
用
水
絵
図

関
係
も
多
い
。
さ
ら
に
、
特
徴
的
な
文
書
と
し
て
は
、
江
戸
吉
原
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の
遊
女
関
係
か
ら
の
書
状
が
多
数
ま
と
ま
っ
て
遺
さ
れ
て
お
り
、

貴
重
で
あ
る
。
調
査
を
終
え
た
た
め
、
近
々
に
所
蔵
者
へ
返
却
の

予
定
で
あ
る
。
な
お
、
鯨
井
勘
左
衛
門
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
現

在
他
に
國
學
院
大
学
図
書
館
、
埼
玉
県
立
文
書
館（
岸
田
氏
収
集

文
書
内
）、
鎌
ヶ
谷
市
郷
土
資
料
館（
中
村
文
庫
内
）、
く
ま
が
や

古
文
書
学
習
・
研
究
会
に
お
い
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
お
り
、こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
文
責
　
栗
原
　
健
一
）

日
向 

増
田
家
文
書　

二
二
七
七
点

　
平
成
二
九
年
五
月
一
九
日
に
借
用
し
た
近
世
・
近
代
文
書
で
あ

る
。
こ
の
文
書
群
は
、
新
編
埼
玉
県
史
編
さ
ん
事
業
に
お
い
て
調

査
・
整
理
さ
れ
て
お
り
、
文
書
目
録
も
刊
行
さ
れ
て
い
る（
埼
玉

県
県
民
部
県
史
編
さ
ん
室
編『
埼
玉
県
史
資
料
所
在
目
録
』
第
五

集
、
一
九
八
九
年
）。
今
回
の
整
理
作
業
で
は
、
原
文
書
と
県
史

目
録
と
の
照
合
を
し
な
が
ら
、
中
性
紙
封
筒
に
詰
め
替
え
た
。
な

お
、
県
史
目
録
と
文
書
の
合
計
点
数
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
一
括
処
理
さ
れ
て
い
た
も
の
を
一
点
ず
つ
目
録
取
り
し
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
も
県
史
目
録
の
解
説

を
参
考
に
し
た
。
最
も
古
い
文
書
は
、元
和
七
年（
一
六
二
一
）「
酉

年
日
向
御
年
貢
可
納
割
付
之
事
」（
写
）
で
、
こ
れ
は
大
河
内
孫
十

郎
久
綱
ら
五
名
の
連
名
で
発
給
さ
れ
た
年
貢
割
付
状
で
あ
る
。
次

に
文
書
群
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
近
世
文
書
で
は
、
年
貢
関
係

文
書
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
年
貢
割
付
状
・
皆
済
目
録
・
年
貢
小

手
形
が
あ
る
一
定
の
年
限
に
わ
た
り
継
続
し
て
遺
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
相
場
関
係
の
書
状
も
多
い
。
こ
れ
は
江
戸
か
ら
知
ら
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
大
麦
・
小
麦
取
引
、
大
豆
取
引
、

金
融
、
寺
社
関
係
な
ど
の
文
書
や
書
籍
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
近
代

文
書
で
は
、
明
治
二
二
年（
一
八
八
九
）に
日
向
村
と
他
四
か
村
の

合
併
に
よ
っ
て
成
立
し
た
秦
村
の
予
算
・
決
算
な
ど
の
村
会
関
係

文
書
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
で
は
、
こ
の
文
書
群
の
大
き

な
特
徴
で
あ
る
俳
諧
関
係
資
料
が
非
常
に
多
い
。
近
世
・
近
代
を

超
え
て
、
句
合
・
書
画
会
な
ど
の
資
料
や
、
句
稿
・
詠
草
点
な
ど

も
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
番
付
・
短
冊
・
扇
面
・
摺
物
な

ど
も
多
く
、
関
係
し
た
書
状
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、

当
地
域
の
文
化
を
み
る
上
で
不
可
欠
な
資
料
群
で
あ
ろ
う
。
調
査

を
終
え
た
た
め
、
所
蔵
者
へ
返
却
の
予
定
で
あ
る
。

（
文
責
　
栗
原
　
健
一
）

上
中
条
村
文
書　

一
〇
六
三
点
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平
成
二
四
年
一
一
月
、
同
二
五
年
五
月
の
二
回
に
わ
た
り
古
書

店
か
ら
購
入
し
た
近
世
・
近
代
文
書
で
あ
る
。
出
所
は
、
差
出
・

受
取
な
ど
か
ら
上
中
条
の
筑
井
家
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
も

古
い
文
書
は
、
宝
永
四
年（
一
七
〇
七
）「
譲
り
渡
シ
申
畑
之
事
」で

あ
る
。
文
書
群
の
内
訳
は
、
一
八
世
紀
の
文
書
が
一
〇
点
で
、
そ

の
他
ほ
と
ん
ど
は
一
九
世
紀
の
文
書
で
、
二
〇
世
紀
の
文
書
は
少

な
い
。
そ
の
内
容
は
、
一
八
世
紀
の
文
書
が
い
ず
れ
も
土
地
の
質

地
・
売
買
関
係
文
書
で
あ
る
が
、
一
九
世
紀
の
文
書
は
多
様
で
あ

る
。
当
主
は
三
郎
兵
衛
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
名
主
役
あ
る
い
は
名

主
代
を
勤
め
て
い
た
た
め
、
作
成
さ
れ
た
文
書
が
多
い
の
で
あ
ろ

う
。
旗
本
知
行
関
係
で
は
、
旗
本
八
木
氏
の
文
書
が
多
く
、
申
渡

や
旗
本
家
臣
か
ら
の
文
書
、
同
じ
知
行
主
の
六
万
部
村（
現
、
久

喜
市
）
か
ら
の
文
書
な
ど
が
あ
り
、
年
貢
関
係
文
書
も
遺
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、八
幡
堰
組
合
の
堰
元
を
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
関
係
文
書
も
多
い
。
そ
の
他
、
土
地
の
質
地
・
売
買
証
文
も

多
く
遺
さ
れ
、
稀
な
文
書
で
あ
る
が
、「
米
替（
買
）証
文
」と
い
う

米
穀
を
も
と
に
金
子
を
借
用
す
る
証
文
な
ど
も
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
近
代
文
書
で
は
、
日
本
鉄
道
株
式
会
社
へ
の
株
式
投
資
関
係

文
書
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
他
に
は
土
地
売
買
や
借
金
証
文
が
確

認
で
き
る
。
な
お
、
本
文
書
群
の
目
録
取
り
は
臨
時
職
員
の
滝
沢

き
よ
子
が
担
当
し
た
。
調
査
を
終
え
た
後
も
、
妻
沼
展
示
館
に
て

保
管
し
て
い
る
。

（
文
責
　
栗
原
　
健
一
）

曙
町 

菊
地
勇
氏
収
集
文
書　

三
六
九
点

　
所
蔵
者
が
収
集
し
た
近
現
代
資
料
。
平
成
二
九
年
六
月
、
八
木

橋
百
貨
店
企
画
展『
八
木
橋
と
熊
谷
の
歴
史
展
』で
所
蔵
者
の
収
集

資
料
を
市
史
編
さ
ん
室
で
調
査
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
三
〇
年
三

月（
四
〇
点
）、
四
月（
一
五
一
点
）、
五
月（
一
三
五
点
）の
計
三
回

同
室
で
資
料
を
借
用
し
て
整
理
し
た
収
集
文
書
群
で
あ
る（
現
地

調
査
の
み
で
未
借
用
の
資
料
は
四
三
点
あ
り
、
こ
れ
も
目
録
化
し

た
）。
初
見
は
刊
本
で
嘉
永
五（
一
八
五
二
）
年
三
月
「
蓮
生
も
の

が
た
り
」
で
あ
る
。
本
収
集
文
書
群
は
熊
谷
を
中
心
と
し
た
、
在

郷
軍
人
、
学
校
、
市
案
内
、
文
化
、
絵
葉
書
な
ど
、
自
治
体
に
は

残
存
し
に
く
い
地
域
資
料
が
豊
富
に
あ
る
。
特
に
、
絵
葉
書
は

一
七
六
点
あ
り
、熊
谷
寺
・
熊
谷
堤
・
熊
女
な
ど
熊
谷
名
勝
（
名
所
）

に
ち
な
ん
だ
も
の
が
多
く
あ
り
、
近
代
・
現
代
熊
谷
の
歴
史
を
紐

解
く
好
収
集
文
書
群
で
あ
る
。

　
本
収
集
文
書
群
は
調
査
後
、
所
蔵
者
に
返
却
し
た
。

（
文
責
　
水
品
　
洋
介
）
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Ⅱ
　
埼
玉
県
行
政
文
書
調
査
報
告

　
埼
玉
県
行
政
文
書
調
査
は
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
着
手
し
て
、

本
年
度
も
継
続
中
で
あ
る
。

　
本
年
度
は『
熊
谷
市
史
　
資
料
編
８
』の
刊
行
に
関
す
る
作
業
を

優
先
し
て
い
る
た
め
、
通
常
の
収
集
作
業
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、現
在
ま
で
の
作
業
進
捗
状
況
は
前
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
現
地
調
査
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
が
一
時
開
館
し
て
い
た
九
月

二
〇
日
に
一
回
行
い
、
資
料
編
掲
載
資
料
の
確
認
等
を
行
っ
た
。

　
今
後
は
、
熊
谷
地
域
の
行
政
文
書
を
中
心
に
収
集
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

（
文
責
　
水
品
　
洋
介
）

Ⅲ
　
新
聞
記
事
調
査
報
告

　
新
聞
記
事
調
査
は
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
着
手
し
て
、
現
在
も

継
続
調
査
中
で
あ
る
。

　
本
年
度
は『
熊
谷
市
史
　
資
料
編
８
』の
刊
行
に
関
す
る
作
業
を

優
先
し
て
い
る
た
め
、
通
常
の
収
集
・
目
録
作
成
作
業
は
行
っ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
在
ま
で
の
作
業
進
捗
状
況
は
前
号
を
参

照
さ
れ
た
い
。

　
資
料
編
８
掲
載
資
料
の
確
認
作
業
を
そ
の
都
度
県
立
熊
谷
図
書

館
等
で
行
っ
た（
一
部
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）。

　
今
後
は
、
戦
前
・
戦
後
と
も
収
集
し
た
写
真
の
整
理
、
目
録
化

を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
文
責
　
水
品
　
洋
介
）

Ⅳ
　
行
政
文
書
の
整
理
・
保
存

　
市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
熊
谷
市
文
書
管
理
規
程
に
基
づ
き
、
保

存
期
限
が
満
了
し
た
行
政
文
書
が
一
括
廃
棄
さ
れ
る
際
に
、
歴
史

公
文
書
等
と
し
て
重
要
な
文
書
を
収
集
及
び
保
存
し
て
い
る
。

　
本
年
度
は
、
平
成
三
〇
年
三
月
末
で
保
存
年
限
満
了
と
な
る
文

書
か
ら
、
保
存
箱
数
で
一
一
〇
箱
分
の
行
政
文
書
を
収
集
し
た
。

行
政
文
書
の
者
存
年
限
は
、
五
年
、
一
〇
年
の
も
の
で
あ
る
。

　
収
集
後
の
整
理
作
業
は
、
平
成
二
九
年
分
の
約
一
〇
〇
箱
の
整

理
が
終
了
し
て
、
新
調
し
た
保
存
箱
で
六
六
箱
と
な
っ
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
文
書
の
受
入
体
制
、
保
存
場
所
、
整

理
人
員
の
確
保
等
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

（
文
責
　
水
品
　
洋
介
）
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Ⅴ
　
小
中
学
校
調
査
報
告

　
小
中
学
校
調
査
は
、
平
成
二
五
年
度
か
ら
実
施
し
て
、
本
年
度

も
継
続
中
で
あ
る
。

　
調
査
は
近
代
・
現
代
専
門
部
会
の
教
育
を
担
当
し
て
い
る
専
門

調
査
員
と
事
務
局
で
現
地
調
査
を
行
い
、
平
成
三
〇
年
一
二
月
ま

で
に
計
二
八
校
の
小
中
学
校
調
査
を
実
施
し
た
。

　
本
年
度
は
、『
熊
谷
市
史
　
資
料
編
８
』の
刊
行
に
関
す
る
作
業

を
優
先
し
て
い
る
た
め
、
新
規
調
査
校
は
な
い
。

　
資
料
編
掲
載
資
料
の
補
足
調
査
と
し
て
、
九
月
一
三
日
に
妻
沼

東
中
学
校
に
お
い
て
、
原
本
確
認
を
行
っ
た
。

　
来
年
度
は
、
熊
谷
地
域
の
小
中
学
校
調
査
を
予
定
し
た
い
。

（
文
責
　
水
品
　
洋
介
）

Ⅵ
　
市
政
宅
配
講
座
等
へ
の
派
遣

（
平
成
三
〇
年
）

二
月
一
五
日
　
津
田
サ
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
　
担
当 

水
品

　
市
政
宅
配
講
座
「
大
里
の
歴
史
」

二
月
二
三
日
　
大
幡
公
民
館
　
担
当 

小
林

　
市
政
宅
配
講
座
「
熊
谷
堤
の
桜
と
林
有
章
」

四
月
六
日
　
熊
谷
図
書
館
　
担
当 

蛭
間

　
直
実
・
蓮
生
を
学
ぶ
会
「『
熊
谷
市
史
　
通
史
編
上
巻
　
原
始
・

　
　
古
代
・
中
世
』
に
つ
い
て
」

四
月
七
日
　
西
城 

長
慶
寺
　
担
当 

栗
原

　
市
政
宅
配
講
座
「
西
城
長
慶
寺
薬
師
堂
彫
刻
に
つ
い
て
」

五
月
一
三
日
　
勤
労
会
館
　
担
当 

小
林

　
熊
谷
市
郷
土
文
化
会
「
石
原
地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
」

六
月
二
四
日
　
秦
公
民
館
　
担
当
　
栗
原

　
市
政
宅
配
講
座
「
秦
村
の
歴
史—

明
治
・
大
正
・
昭
和—

」

八
月
二
日
　
江
南
公
民
館
　
担
当 

小
林

　
市
政
宅
配
講
座
「
江
南
地
域
の
歴
史
」

一
〇
月
一
四
日
　
マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷
　
担
当
　
栗
原
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北
斗
会
「
幕
末
期
の
道
中
日
記
を
読
む—

旅
す
る
北
武
蔵
の
村

　
　
人
た
ち—

」

一
〇
月
二
一
日
　
秦
公
民
館
　
担
当
　
蛭
間

　
市
政
宅
配
講
座
「
戦
国
時
代
の
秦
地
区
に
つ
い
て
　

　
　
日
向
城
主
嶋
田
氏
と
そ
の
周
辺—

」

一
〇
月
二
五
日
　
肥
塚
公
民
館
　
担
当 

水
品

　
市
政
宅
配
講
座
「
井
田
友
平
に
つ
い
て
」
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【
平
成
二
九
年
度
】

１
・
11 
埼
玉
県
地
域
史
料
保
存
活
用
連
絡
協
議
会

（
以
下
、
埼
史
協
）
視
察
研
修
会
（
東
京
都

立
多
摩
図
書
館
ほ
か
）

１
・
11 

近
代
専
門
部
会
新
聞
等
調
査
（
県
立
熊
谷

図
書
館
）

１
・
15 

妻
沼
地
域
・
深
谷
市
巡
見
（
永
井
太
田
観

音
堂
・
深
谷
市
江
原
摩
利
支
天
堂
ほ
か
）

１
・
16 

近
代
専
門
部
会
新
聞
等
調
査
（
県
立
熊
谷

図
書
館
）

１
・
18 

妻
沼
展
示
館
収
蔵
庫
古
文
書
等
の
棚
卸
し

１
・
25 

近
世
専
門
部
会
巻
担
当
打
合
せ(

立
正
大

品
川)

１
・
26 

近
代
専
門
部
会
新
聞
等
調
査
（
県
立
熊
谷

図
書
館
）

１
・
28 

刊
行
物
展
示
・
販
売
（
県
立
嵐
山
史
跡
の

博
物
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
国
立
女
性
教
育

会
館
）

１
・
31 

埼
史
協
第
八
次
専
門
研
第
四
回
会
議
（
春

日
部
市
）

２
・
３ 

近
世
専
門
部
会
古
文
書
調
査
（
国
文
学
研

究
資
料
館
）

２
・
７ 

近
世
専
門
部
会
古
文
書
調
査
（
国
文
学
研

究
資
料
館
）

２
・
８ 

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事

業
、
四
方
寺
吉
田
康
久
家
・
成
沢
福
田
祀

晴
家
文
書
搬
入
搬
出
（
〜
13
日
、
立
正
大

熊
谷
）

２
・
10 

下
川
上
故
田
子
秋
義
氏
邸
の
資
料
収
集

２
・
15 

市
政
宅
配
講
座
（
津
田
サ
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
）

２
・
16 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査（
原
島
養
平
寺
）

２
・
16 

近
世
専
門
部
会
古
文
書
調
査(

国
文
学
研

究
資
料
館)

２
・
19 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
・
打
合
せ
（
代

東
善
寺
・
妻
沼
展
示
館
）

２
・
20 

弥
藤
吾
森
田
安
彦
氏
よ
り
写
真
帖
二
冊
寄

贈

２
・
21 

平
成
二
九
年
度
文
書
調
査
員
研
修
会(

さ

い
た
ま
市
民
会
館)

２
・
23 

市
政
宅
配
講
座
（
大
幡
公
民
館
）

２
・
28 

第
六
回
現
代
専
門
部
会
会
議
・
調
査
（
妻

沼
中
央
公
民
館
）

３
・
１ 
妻
沼
西
山
敏
彦
氏
よ
り
図
書
寄
贈
・
借
用

３
・
２ 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
報
告
書
編
集
（
妻

沼
展
示
館
）

３
・
２ 

第
三
回
近
世
専
門
部
会
会
議
（
立
正
大
品

川)

３
・
５ 

妻
沼
西
山
敏
彦
氏
よ
り
岡
田
雄
皝
関
係
資

料
寄
贈
・
借
用

３
・
５ 

永
井
太
田
能
護
寺
資
料
借
用

３
・
７ 

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事

業
、
四
方
寺
吉
田
康
久
家
・
成
沢
福
田
祀

晴
家
文
書
搬
入
搬
出
（
〜
18
日
、
立
正
大

熊
谷
）

３
・
７ 

近
世
専
門
部
会
古
文
書
調
査
（
国
文
学
研

究
資
料
館)

３
・
11 

近
世
専
門
部
会
古
文
書
所
在
確
認
調
査（
〜

12
日
、
江
南
地
域
）

３
・
27 

妻
沼
金
谷
俊
夫
氏
収
集
文
書
（
掛
軸)

借
用

３
・
27 

古
書
店
よ
り
近
代
資
料
購
入

３
・
28 

第
二
回
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
本
庁

舎
）

３
・
29 

曙
町
菊
地
勇
氏
収
集
文
書
借
用

３
・
31 

『
熊
谷
市
史
通
史
編
上
巻
』
刊
行

３
・
31 

『
熊
谷
市
史
研
究
第
一
〇
号
』
刊
行

【
平
成
三
〇
年
度
】

４
・
７ 

直
実
・
蓮
生
を
学
ぶ
会
講
師
派
遣
（
市
立

熊
谷
図
書
館
、
以
下
熊
谷
図
書
館
）

４
・
７ 

市
政
宅
配
講
座(

西
城
長
慶
寺)

４
・
７ 

と
き
わ
会
関
係
資
料
調
査(

県
立
熊
谷
図

書
館)

４
・
10 

曙
町
菊
地
勇
氏
収
集
文
書
調
査
報
告
・
追

加
借
用

４
・
11 

奥
原
晴
湖
扇
面
調
査
報
告
（
中
央
公
民
館
）

４
・
19 

本
庄
市
議
会
議
員
視
察
（
妻
沼
展
示
館
）

４
・
20 

埼
史
協
理
事
会
（
熊
谷
図
書
館
）

４
・
20 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
報
告
書
編
集
（
妻

沼
中
央
公
民
館
）

Ⅶ
　
市
史
編
さ
ん
業
務
日
誌
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４
・
25 

第
一
回
現
代
専
門
部
会
会
議
・
調
査
（
妻

沼
中
央
公
民
館
）

４
・
25 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査（
銀
座
円
光
寺
・

箱
田
蓮
昭
寺
）

５
・
２ 
立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事

業
、
四
方
寺
吉
田
康
久
家
・
成
沢
福
田
祀

晴
家
文
書
搬
入
搬
出
（
〜
７
日
、
立
正
大

熊
谷
）

５
・
３ 

中
世
石
造
物
調
査
（
市
内
各
所
、
群
馬
県

館
林
市
ほ
か
）

５
・
６ 

近
世
専
門
部
会
巻
担
当
者
打
合
せ
、
立
正

大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事
業
打
合

せ(

立
正
大
熊
谷)

５
・
13 

第
一
回
近
代
専
門
部
会
会
議
（
熊
谷
図
書

館
）

５
・
13 

刊
行
物
展
示
・
販
売
（
熊
谷
市
郷
土
文
化

会
総
会
、
石
原
公
民
館
）

５
・
13 

熊
谷
市
郷
土
文
化
会
総
会
講
師
派
遣
（
同

右
）

５
・
14 

仏
像
・
仏
画
報
告
書
編
集
（
妻
沼
中
央
公

民
館
）

５
・
15 

曙
町
菊
地
勇
氏
収
集
文
書
追
加
借
用

５
・
17 

古
文
書
調
査(

県
立
文
書
館)

５
・
17 

埼
史
協
総
会
・
公
開
講
演
会(

朝
霞
市
産

業
文
化
セ
ン
タ
ー)

５
・
17 

歴
史
公
文
書
等
選
別
・
収
集
（
〜
21
日
、

本
庁
舎
ほ
か
）

５
・
19 

近
世
専
門
部
会
古
文
書
調
査(

国
文
学
研

究
資
料
館)

５
・
22 

近
代
・
現
代
専
門
部
会
資
料
調
査
（
国
立

公
文
書
館
）

５
・
25 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査（
星
川
圓
照
寺
・

中
奈
良
國
性
寺
）

５
・
25 

妻
沼
地
域
文
化
財
調
査
研
究
会
総
会
（
妻

沼
中
央
公
民
館
）

５
・
27 

刊
行
物
展
示
・
販
売（
歴
史
学
研
究
会
大
会
、

早
稲
田
大
学
）

５
・
28 

近
世
専
門
部
会
古
文
書
調
査(

国
文
学
研

究
資
料
館)

５
・
31 

近
代
専
門
部
会
資
料
調
査
（
県
立
熊
谷
図

書
館
）

６
・
２ 

第
一
回
考
古
専
門
部
会
会
議
（
熊
谷
図
書

館
）

６
・
４ 

『
熊
谷
市
史
資
料
編
８
』
に
関
す
る
人
権
政

策
課
と
の
協
議
（
吉
田
・
松
本
委
員
、
商

工
会
館
）

６
・
５ 

近
代
専
門
部
会
資
料
調
査
（
飯
能
市
立
博

物
館
）

６
・
６ 

第
一
回
近
世
専
門
部
会
会
議(

立
正
大
品

川)

６
・
７ 

近
代
専
門
部
会
資
料
調
査
（
国
立
公
文
書

館
）

６
・
７ 

石
原
佐
久
間
（
秋
山
）
家
文
書
追
加
借
用

６
・
13 

第
一
回
現
代
専
門
部
会
会
議
・
調
査
（
妻

沼
展
示
館
）

６
・
13 

弁
財
大
嶋
家
文
書
追
加
借
用

６
・
15 

柿
沼
須
永
家
文
書
一
部
返
却

６
・
18 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
報
告
書
編
集
（
妻

沼
中
央
公
民
館
）

６
・
23 

中
世
石
造
物
調
査
（
妻
沼
展
示
館
）

６
・
24 

市
政
宅
配
講
座(

秦
公
民
館)

６
・
25 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
妻
沼
歓
喜

院
本
殿
ほ
か
）

７
・
１ 

第
一
回
中
世
石
造
物
調
査
会
議
（
熊
谷
図

書
館
）

７
・
４ 

埼
史
協
・
地
域
資
料
実
務
研
修
会
（
久
喜

総
合
文
化
会
館
・
久
喜
市
公
文
書
館
）

７
・
５ 

妻
沼
田
島
通
明
氏
収
集
資
料
借
用

７
・
６ 

埼
史
協
・
地
域
史
料
実
務
研
修
会
（
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
）

７
・
10 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
上
中
条
閻

魔
堂
・
妻
沼
聖
天
山
大
師
堂
・
妻
沼
台
摩

多
利
天
）

７
・
13  

妻
沼
田
島
通
明
氏
収
集
資
料
返
却

７
・
18 

弥
藤
吾
森
田
安
彦
氏
収
集
資
料
返
却
・
追

加
借
用
、
曙
町
菊
地
勇
氏
収
集
文
書
返
却

７
・
19 

現
代
専
門
部
会
資
料
調
査
（
県
立
熊
谷
図

書
館
）・
企
画
展
資
料
調
査
（
八
木
橋
百
貨

店
）

７
・
24 

日
向
船
田
家
文
書
調
査
対
応
（
県
立
歴
史

と
民
俗
の
博
物
館
）
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７
・
26 

代
東
善
寺
像
調
査
（
東
京
国
立
博
物
館
）

７
・
30 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
報
告
書
編
集
（
妻

沼
中
央
公
民
館
）

８
・
２ 
市
政
宅
配
講
座
（
江
南
公
民
館
）

８
・
６ 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
報
告
書
編
集
（
妻

沼
中
央
公
民
館
）

８
・
７ 

妻
沼
故
金
谷
俊
夫
氏
収
集
資
料
調
査

８
・
７ 

行
田
市
郷
土
博
物
館
来
室(

飯
塚
鈴
木
進

氏
収
集
文
書
閲
覧
の
出
納)

８
・
８ 

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事

業
、
四
方
寺
吉
田
康
久
家
・
成
沢
福
田
祀

晴
家
文
書
搬
入
搬
出
（
〜
13
日
、
立
正
大

熊
谷
）

８
・
14 

近
代
専
門
部
会
資
料
調
査
（
県
立
熊
谷
図

書
館
）

８
・
14 

弥
藤
吾
森
田
安
彦
氏
収
集
資
料
返
却
・
追

加
借
用

８
・
15 

近
世
専
門
部
会
古
文
書
調
査(

県
立
文
書

館)

８
・
20 

熊
谷
市
史
編
集
会
議
（
熊
谷
図
書
館
）

８
・
22 

代
東
善
寺
像
寄
託
協
議
（
熊
谷
図
書
館
）

８
・
22 

弥
藤
吾
故
小
暮
千
吉
氏
収
集
文
書
追
加
借

用

８
・
26 

第
二
回
近
代
専
門
部
会
会
議
（
熊
谷
図
書

館
）

８
・
28 

古
文
書
調
査(

行
田
市
郷
土
博
物
館)

８
・
28 

上
中
条
中
村
一
郎
家
文
書
等
借
用

８
・
29 

文
献
調
査(

都
立
中
央
図
書
館)

８
・
30 

古
文
書
調
査(

羽
生
市
郷
土
資
料
館)

９
・
３ 

群
馬
県
太
田
市
常
見
隆
氏
所
蔵
資
料
調
査

（
太
田
市
常
盤
高
校
）

９
・
６ 

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事

業
、
四
方
寺
吉
田
康
久
家
・
成
沢
福
田
祀

晴
家
文
書
搬
入
搬
出
（
〜
11
日
、
立
正
大

熊
谷
）

９
・
９ 

刊
行
物
紹
介
・
販
売
（
斎
藤
別
当
実
盛
敬

仰
会
、
妻
沼
中
央
公
民
館
）

９
・
12 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査（
太
井
福
聚
院
、

平
戸
超
願
寺
）

９
・
13 

学
校
資
料
調
査
（
妻
沼
東
中
）

９
・
19 

行
田
市
郷
土
博
物
館
へ
の
資
料
貸
出

９
・
19 

近
世
専
門
部
会
巻
担
当
者
会
議
（
立
正
大

品
川
）

９
・
20 
埼
玉
県
行
政
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

９
・
21 
仏
像
・
仏
画
報
告
書
編
集
（
妻
沼
中
央
公

民
館
）

９
・
23 

妻
沼
展
示
館
収
蔵
庫
燻
蒸
（
〜
25
日
）

９
・
24 

資
料
調
査
（
県
立
熊
谷
図
書
館
）

９
・
25 

群
馬
県
太
田
市
常
見
隆
氏
所
蔵
資
料
調
査

（
太
田
市
常
盤
高
校
）

９
・
25 

古
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

10
・
５ 

愛
媛
県
新
居
浜
市
調
査
同
行
（
県
立
歴
史

と
民
俗
の
博
物
館
）

10
・
６ 

資
料
調
査(

県
立
熊
谷
図
書
館)

10
・
８ 

資
料
調
査(

県
立
熊
谷
図
書
館)

10
・
９ 

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
現
地
発
表
会
打

合
せ(

立
正
大
品
川)

10
・
10 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査（
肥
塚
成
就
院
・

妻
沼
一
本
木
集
会
所
）

10
・
11 

県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
へ
の
資
料
貸

出
（
妻
沼
展
示
館
）

10
・
11 

妻
沼
故
金
谷
俊
夫
氏
収
集
文
書(

掛
軸)

一
部
返
却

10
・
12 

上
中
条
中
村
一
郎
家
文
書
等
追
加
借
用

10
・
14 

北
斗
会
講
演
会
講
師
派
遣(

マ
ロ
ウ
ド
イ

ン
熊
谷)

10
・
15 

刊
行
物
展
示
・
販
売
（
熊
谷
市
郷
土
文
化

会
研
修
会
、
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

10
・
16 

西
別
府
湯
殿
神
社
文
書
調
査
・
借
用

10
・
18 

埼
史
協
平
成
三
〇
年
度
第
二
回
理
事
会
・

主
管
課
長
等
研
修
会
（
飯
能
市
立
博
物
館
・

飯
能
市
市
民
会
館
）

10
・
19 

古
文
書
調
査(

県
立
文
書
館)

10
・
21 

市
政
宅
配
講
座
（
秦
公
民
館
）

10
・
22 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
八
ツ
口
光

明
院
・
上
須
戸
神
社
・
永
井
太
田
観
音
堂
）

10
・
23 

群
馬
県
太
田
市
常
見
隆
氏
所
蔵
資
料
調
査

（
太
田
市
常
盤
高
校
）

10
・
24 

妻
沼
三
上
家
民
具
調
査

10
・
25 

市
政
宅
配
講
座
（
肥
塚
公
民
館
）

10
・
30 

上
中
条
中
村
一
郎
家
文
書
等
追
加
借
用
、
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一
部
返
却

11
・
３ 

『
熊
谷
市
史
通
史
編
上
巻
』
刊
行
記
念
講
演

会
（
熊
谷
図
書
館
）

11
・
４ 
中
世
石
造
物
調
査
担
当
者
会
議
（
熊
谷
図

書
館
）

11
・
13 

代
東
善
寺
像
に
関
す
る
協
議
（
代
東
善
寺
）

11
・
23 

幸
手
市
郷
土
資
料
館
見
学
会(

幸
手
市)

11
・
26 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査（
肥
塚
成
就
院
・

戸
出
金
鍚
寺
）

11
・
27 

『
熊
谷
市
史
資
料
編
８
』掲
載
石
碑
調
査（
妻

沼
・
善
ヶ
島
）

11
・
27 

深
谷
市
森
米
惠
氏
収
集
資
料
調
査

11
・
30 

第
二
回
近
世
専
門
部
会
会
議(

立
正
大
品

川)

12
・
４ 

弥
藤
吾
森
田
安
彦
氏
収
集
資
料
返
却

12
・
４ 

弥
藤
吾
故
小
暮
千
吉
氏
収
集
文
書
追
加
分

返
却

12
・
６ 

行
田
市
郷
土
博
物
館
へ
の
貸
出
資
料
返
却

12
・
６ 

荻
野
吟
子
に
関
す
る
映
画
関
連
調
査
同
行

（
群
馬
県
千
代
田
町
光
恩
寺
ほ
か
）

12
・
12 

県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
へ
の
貸
出
資

料
返
却
受
領

12
・
13 

妻
沼
故
金
谷
俊
夫
氏
収
集
文
書(

掛
軸)

返
却
終
了

12
・
21 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
妻
沼
福
寿

寺
集
会
所
・
妻
沼
若
宮
・
川
端
集
会
所
）

※
本
業
務
日
誌
は
、
事
務
局
が
関
わ
っ
た
も
の
に
つ

い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。


